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課題論文（EE）は思考スキル、コミュニケーションスキル、社会性スキル、自己管理スキ

ルおよびリサーチスキルを伸ばすことを目標に、生徒個人で研究を続け論文を執筆する活

動である。各生徒には指導教員が配置され、様々な支援を受けることが可能となっている。 

本校は県立高校であるという特性上、教員の異動が頻繁に起こり、EE の指導を行ったこ

とのない教員が指導教員となることもある。また勤務時間上 EE のグループ会議の時間は設

定されていない。この問題点を解決するための工夫として、情報共有をデジタル上で行い、

いつでも参照できるようにすることなどがあげられる。以下本校の取組みを一部紹介する。 

 

１教員がするべきこと・してはならないことの一覧の共有 

EE の指導は推奨される指導と、禁止されている指導が事細やかに規定されている。しか

しながら EE 指導の手引きは 230 ページ近い冊子であり、すべての教員がそのすべてに目

を通すことは現実的ではない。そこで表１のように最も重要な項目についてまとめること

で、初めて指導する教員でも安心して指導ができるようにしている。 

 

 

表１：指導教員がするべきこととしてはならないこと４０程度の項目 

 

２年間スケジュールの共有 

EE の執筆は厳密なスケジュールに従って進められる。各月において指導教員がしなけれ

ばならないタスクを時期毎にまとめることで、各時期に何をするべきなのかいつでも確か

められるようにしている。 

 

表２：各月において指導教員がしなければならない業務と生徒がしなければならない活動の一覧 



３オンライン情報へのアクセス 

本校 IB 生はマネジバックという、Google Classroom とは異なるプラットフォームで学

習の調整を行っている。そのため EE の指導のみで IB コースに関わる教員の場合、その操

作に戸惑うことがある。本校では EE の指導に必要な操作についてマニュアルを作成するこ

とで、いつでも確認できるようにしている。 

 
図１：マネジバックへのアクセス方法を説明した資料。このほか、IB 機構の公式資料へのアクセス方法

などを図入りで一つずつ解説している。 

 

以上、統一した指導を行うための取組みの一部を紹介した。しかしながら、指導のポイン

トは各グループ（教科）で異なり、経験のある教員が新しく来た教員に個別に伝達している

のが現状である。各教科の指導の取組みとその情報をいかに共有しながら積み上げていく

ことができるかが今後の課題である。 


